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に.プロゥクのtかこか .た弘柵粥は邪 l折で狩火して

おJ).恐らくこれと何時にブt,ック内の71肝も発火し

ているであろうが.孔EIより弘也の突uIがみちJLろの

紘,抗 18肋であl)そのmJ(I'･)ilリセコンr)は粘土

は圧耕され,火野ガスは内部'C仕桝を行っているのが
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トを夫々5ggiun例に帆IElして苑地したときの放牧の

状況を示した｡Ll)6YL攻yイナマイトは折矧こ此すtL,

ば大塊が多い｡
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位i5における.'y･t:コント12苑筒銘打管の牲匹は.

碍安着側も邦の溢秀tjlを砂bてFu逸1_,拡大 して居る

が.空に汐を迦めて指定放Lllに放ける接滋塩への鞍SEl

を要求していろ｡之が為旺に使JrI可雄性を折究する金

が毛王きている｡湖 も之にさ与する一人でもろが,i

y七つyrQ刃口℡の淡規及びメタンdスに付すろ安

生他に耽';は接EBに整って厄らない｡米uZf.美東噂に

放ても栄だ格なされてhtらず,深紅市蔽.馴こ対してiEl

方故山ZZE作軒先911の拭故鰍 でも鵬 に至ら1,y!に

同qrの典故及びAl抗の11牢鮫に放してもは光枝紬当確

rtll火花の存在が温められる｡この耕 土相当徴故さる可

き間組とtir.bれる｡之等の操死の平助めとして7iE時A'

として用いられる鉛†トーEJJ試飲の燃鯉川況七第叔考摂

した.

Jl 配合比変化[=よる弗火過度の状態

イ) 実JI方 法

廷火油密を渋める刀掛ミ各組あるが.fi淑-JJ蜘 l何

に法って焚火i且坪も左話せられるので,見火iA度は一

定の桝 虹牧ではJ.い｡苦々の行った爽叔Lh世は電歓
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次でその'f'大店部に舛6rlg を入LLた細 るつばを

押入し,BRfl中に黙W を入れて拭籾の泣姥上月/i.,

時間を切って税む.斡科の温腔上gl遡腔はFLW 及びる

つぼの比然呼に上って払ろのであるが大略 300C/lD

SeCでもろ｡そして苑火域はP(料の弥燃し始めろ時を

u解しその時の迫蚊女花火血tQ'とすろ｡井を前F邑応追放

は他姓捷サーモJ-g-が示す良市綿姥を以て決klL
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